新しいいのち　第1課　　救いの道
イエスは言われた。「私は道であり、真理であり、いのちである。わたしを通らなければ、

だれも父のもとには行くことができない。」
 (ヨハネの手紙　一５章１１～１３節)
１　本来の人間　―　創世記1:27～28
２　問題が起こった　―　ローマ3:23、創世記3:1～6、3:16～20、ヨハネ8:44
その結果、世には苦しみや不安、悩み、憎しみ、戦争、死などが入り、
人はサタン(悪魔)に支配されるようになった。
３　死、裁き、地獄が待っている　―　ヘブライ9:27、黙示録14:10～11
４　人間はこの問題を解決しようとあらゆる面で努力した。
(1)宗教　―　使徒4:12
(2)哲学　―　コロサイ2:8
(3)善行　―　イザヤ64:6
５　この問題が解決できるのは、神様だけである。そこで、神様は私たちに関係なく、
　　　一方的にイエス・キリストを遣わされた。
●ローマ5:8、ヨハネ3;16、コリント一15;3～4、ヨハネ一3;8、ヨハネ14:6
６　どうしたら救いにあずかることができるのか。
●ヨハネ1:12
●ローマ10:9～10
７　救われる時期はいつごろでいいのか。
●箴言27:1
※今、ここで、イエス様を受け入れませんか。祈りをもってイエス様を受け入れることができます。
８　イエス様を受け入れた人は、次のことを確認すべきである。
(1)ヨハネ一5:11～13(救いの確信)
(2)ぜひ、覚えてほしい聖書の箇所
●ローマ8:2
●コリント一3:10
●ヨハネ1:12
●ローマ10:9～10
９　ぜひ、覚えて実践するべきこと。
(1)聖書の学びに参加すること
(2)礼拝に出席すること
(3)祈ること(祈りは必ず聞かれる)
(4)信じたくても知らないでいる人を連れて来ること
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